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1. 調査の目的
シンガポールは 2016 年 8 月､ 建国 50 周年を迎えた｡ 歴史的には宗主国
イギリスの法制度・法文化を伝授しながらも､ 多民族・多宗教からなるこ
の国は､ アジアの新しい都市国家として国民を束ねるため､ 国家を強靭に
するため独自の厳しい刑事司法制度を改革してきた｡ 2017 年 2 月 21 日～





リスの植民地時代の 1939 年に建築された重厚な石造りの建物は､ ロンド
ンのセントポール大聖堂を模しており､ 近代的なビルが建ち並ぶ市の中心
部において､ イギリスとの関係・歴史が感じられる建物である｡ 2015 年
に近代的・前衛的な美術品を展示するナショナル・ギャラリーとして改修












階には被告人の拘置部屋のコーナーがあり (＊写真①)､ 3 階に伝統的な刑
事法廷がそのまま開放されていた (＊写真②)｡ 最上階の中央部には､ 判例
法の国らしく円形の形をした法律図書館 (ロランダ) が残されており､ 簡
単なパネルにより最高裁判所の歴史が説明されていた｡
3. 最高裁判所 ―ガラス張りのビルの上にはUFO―




入口では､ 氏名､ 宿泊先の記載､ パスポートの提示を求められ､ カメラ
を受付のクロークに預けたのち､ 空港並みの保安機器によるセキュリティー




最高裁判所 (Supreme Court) というものの､ ここでは高等法院
(High Court) として 10 年以上の拘禁刑を科すような重大事件の第一審
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④裏から見た最高裁判所とシンガポールの街




治安判事裁判所､ 家庭裁判所､ 少年裁判所､ 少額裁判所等の各分野を扱
う専門の法廷をいう｡ 市内中心部から少し離れたチャイナタウン駅の近く
に位置する｡ 2014 年 3 月に Subordinate Court から State Court と名称
変更された｡ State Court をそのまま訳せば､ アメリカ法的には ｢州裁判
所｣ となり､ また直訳すれば ｢国家裁判所｣ となろうが､ 都市国家シンガ
ポールにおいて州や国家という区別は馴染まないので､ 司法制度の性格上
｢下級裁判所｣ と理解した方がわかりやすいであろう｡ 9 階建ての建物は､
上から見ると積木を交互に組立てたようなアスタリスク ｢＊｣ の凸凹した
形をしている (＊写真⑤)｡ 建物内部に入るとこの形状は多方面から日差し
が入り､ 非常に明るいことを実感した｡ 最高裁判所同様に､ 入口では､ 荷









例えば､ 9：30 Court 35 Tax Act
10：00 PTC chamber Drag Act






の目を引く派手な Tシャツや､ ジャージのズボンには ｢PRISONER｣ の









(＊写真⑥) がどの法廷にも掲揚されていた｡ 女性の書記官が多く､ 黒やそ
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の他カラフルな色のスカーフを着用するイスラム教徒と思われる人もいて､
シンガポールが多宗教の国であることが､ 裁判所においても垣間見る事が
できた｡ 一方､ 被告人やその周りの警察官・拘置所職員､ そして通訳や証




から､ タクシーで 10 分程の ｢チャンギ刑務所｣ を訪れた｡ 刑務所だけに
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⑥シンガポールの国章
首相の演段や国家の主要な機関でも掲揚されている｡
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⑧チャンギ刑務所
4､ 5 階建ての放射状の建物が多い｡ フェンスのすき間からのぞいても人影はなし｡
⑦チャンギ刑務所外観
緑の芝生に明るい青の塀､ 白亜の建物は健康的な雰囲気｡
